
 
 

適応策技術における暑熱ストレスの低減効果 

 

 ここでは、環境づくりの工夫による暑熱ストレスの低減効果についていくつか紹介します。 

 

環境づくりの工夫の例 暑熱ストレスを抑制する考え方 

①木陰を創る樹木を植える 日射や路面などからの受熱量を減らす 

②路面を保水化（打ち水）する 路面や壁面からの受熱量を減らす 

③ミスト噴霧などにより局所的に気温を下げる 涼風をあてて肌からの放熱量を増やす 

 

 ①木陰を創る樹木を植える（例：街路樹、パーゴラ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩道の緑陰形成（東京都江東区）  

 ②路面を保水化（打ち水）する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅前広場の保水性舗装の導入（東京都港区） 

③ミスト噴霧などにより局所的に気温を下げる 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミスト噴射装置の設置（大阪府吹田市） 

樹木によって日射が
日中約 76％低減 

（-107W/m2） 

ミストの蒸発に伴
い、局所的な気温が
日中約 1.3℃低減 

保水化部分の路面
の表面温度が抑制さ
れるため、赤外放射
が日中約 28％低減 

（-42W/m2） 

木陰により路面・壁
面の表面温度上昇
が抑制されるため、
赤外放射が日中 

約 57％低減 
（-88W/m2） 

別紙３ 


